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1.はじめに

2001年7月に、本学の独自性（歴史・教育・人）と

アカデミズムを開放表現する「生涯学習総合センター

（ＬＣＣ 」を開設した。ＬＣＣは、在学生・卒業生）

・市民等の知的交流の場の提供や、生涯学習活動・社

会参加活動の支援、推進が目的である。昨今の 環境IT
に対応した情報基地として、個人の学習ネットワーク

の提供も活動目標のひとつである。

ＬＣＣの発信・受信コンテンツは「情報」と「講

座」であり、人間同士の対話形式のほか、通信ネット

ワークを広く活用している点に特徴がある。本学の施

設のほかに、地域に設置するサテライトを新たに設け

（現在、札幌と福岡の２地点 、画質の高い情報や講）

座をリアルタイムに双方向にやりとりできるネットワ

ークを構成した。さらに、個人ユースの学習環境を整

備するために、パソコンとインターネット回線があれ

ば、いつでも、どこでも学ぶことができる本学独自の

システムを稼働させた。advanced e-Learning
ＬＣＣから発信する様々な情報や各種講座は、イン

ターネットの動画・静止画を駆使して配信され、自宅

のパソコンで24時間、いつでも受信できる。コンテン

ツ作成の設備として、クロマキー撮影可能なバーチャ

ルスタジオ、ノンリニア編集機などを保有している。

、e-Learningとして、インターネットを利用した動画
動画＋資料という配信方式はすでに登場しているが、

ＬＣＣで開発したのは、動画＋資料＋授業進行とシン

e-Learningクロする白板を組み合わせた、本学独自の

ライブ・ＶＯＤツールである。これによって大学外で

も広く教育を受けることが可能になり、個人がいつで

もどこでも学べる、独自の学習スタイルを構築するこ

とができる。

本稿では、その中核をなすマルチメディアを用いた

「個人対応型ライブ・ＶＯＤ教育ツール」開発につい

て述べ、インターネットを活用したこの個人ユースの

教育ツールの利点と、その実践結果を報告する。

2.情報・講座の発信形式

ＬＣＣでは、一般の授業と同じように、講座・質疑

応答など、講師と直接対面する中で学ぶ「実形式」の

ほか、次の２種類の学習形式を用意した。

（１） （ライブ）形式Live
テレビ会議システムやインターネットなどの回線を

利用して、遠隔地でリアルタイムに講義や情報を受信

する形式。テレビ会議システム利用では完全双方向性

が確保される。このほか、各家庭などのパソコンがあ

るところでは、インターネットを通じて、リアルタイ

ムに受信できるタイプも開発した。この場合完全な双

方向ではないが、自宅で手軽に受信できる特徴がある。

（２）ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）形式

編集された講座・情報コンテンツを、受講者の求め

に応じていつでも、インターネットを通じて各家庭・

個人に配信する形式。ＬＣＣが所有するコンテンツを、

各自が学習したい時にいつでも、どこでも視聴できる

のがＶＯＤ形式の特徴である。

下部がＶＯＤ形式の視聴画面例である。画面を図１

３分割しており、左上が講義風景で、ストリーム形式

の動画音声でみられる。右側は図や表などの資料やテ

キストをカラーで大きく表示。講義の進行とともに自

図１ 画面視聴例

２．ＶＯＤ講座一覧を選択し、一覧から
　　各講座のコマをクリックする

３．講座内容詳細画面で、講座内容を
　　確認し、視聴ボタンを押す

矢印キー（資料部分用）
矢印のアイコンを押して資料
（テキスト）を前に戻したり、
先に進めたりすることができる

４．会員番号とパスワードの入力画面で
　　会員情報登録をした番号を入力する

下記は、ＶＯＤ形式の講座画面です。

a.シークバー
バーをスライドさ
せて好きなところ
から見られる

b.再生･停止
　･一時停止ボタン

c｡目次
目次を選択して、好き
な章から見られる

５．ＶＯＤ講座の視聴を開始する

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
・ﾛｺﾞ部分

講義映像
動画音声部分

①講座画面右上の「×(とじる)」
　アイコンをクリックする

１．ＬＣＣトップページで
　　講座ガイドをクリックする
　（情報を視聴する場合は、
　　情報ガイドをクリックする）

６．ＶＯＤ講座の視聴を終了する

ここをクリッ
クすると、パ
ソコンの適合
状況の確認が
できる。

各コマをクリックする「講座ガイド」をクリックする

シークバーや目次で講
義風景と資料（テキス
ト）を前に戻したり、
先に進めたりできる。

資料部分
（テキスト）



動的にページがめくられる。左下部はホワイトボード

に板書した内容が、使用されたペンの色通りに、その

まま描かれていく。この３画面が一体になっているこ

とで、テキストや資料などほかの教材を必要としない。

特に白板を組み込む技術を、本学で独自に開発した。

ＶＯＤを受講する方法は、ホームページのアイコン

をクリックすればよい。見たいところから始められる

ので繰り返し学習も可能である。つまり、ＶＯＤ形式

の講座や情報は、好きな時間に、好きな時間分だけ、

視聴することができ、何回かに分けて分割学習したり、

同じところを何回もみて理解を深めることができる。

途中から視聴する場合は、動画の下のシークバーや目

次を選択すればよい。

また、 の画面右側の資料部分の矢印を利用して、図１

前の資料を確認したり、先の資料を事前にチェックす

ることもできる。講義の流れで新しい資料が必要にな

ると自動的にその資料が表示される。これによって、

各人独自の学習スタイルを構築できる。

この３画面を同時にみながら講義を視聴するシステ

ムは本学ならではの新しいシステムで、利用者の数や

解像度、回線速度の制約はあるが、各家庭でも個人ユ

ースの遠隔学習が可能となる。

3.個人ユースの学習環境、画面構成

・ は、通常パソコン購入時にバンドルされLive VOD
Windowsているインターネットエクスプローラと、

で見ることができる。その場合、コンテMedia Player
図ンツの内容と受信側の環境によって、基本形として

のような ・ ・ ・ ・ パターンで画面に表示さ２ A A' B L K
れる。ＬＣＣではコンテンツの内容によって、配信回

線や画面パターンの使い分けを行っている。

図２ Live・VODの画面構成

のパターン は「高速回線専用」で、通信速度図２ K
の早い回線専用の配信パターンであり、ＡＤＳＬ、Ｃ

ＡＴＶ、光ファイバー等が対象である。普通のＶＯＤ

形式に比べ、映像部分を大きくしているのが特徴であ

る。それ以外のパターンは映像と資料の圧縮により、

通常回線によるダイヤルアップ接続でも視聴可能であ

る。また「 形式用」は、前述の 形式をインタLive Live
ーネット利用で各パソコンに配信する時に使用する。
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Ａ．３画面構成の基本形
（映像・資料・ボード同期）

Ｂ．ホワイトボードの表示
部にロゴを表示

Ｃ．ホワイトボードの表示
部に映像２を表示

Ａ‘．３画面構成
（映像と資料の同期なし）

Ｋ．電話回線より通信速　
　　度の早い回線専用

　　　（ブロードバンド）
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4.本教育システムの特徴とその効果

本システムは録画された番組だけでなく、 中継Live
も可能であり、講義を多角的に展開することを想定し

ている。現在は、この教育ツールの双方向性の強化な

ど、幾つかのシステム改善を図っている。その特徴と

教育効果を以下にまとめた。

①マルチメディアを活用した学習ツールであり、いつ

でもどこでも学べる。年齢の制限もなく、家でも、

海外でも、どこからでも学べる学習環境である。

②映像、テキスト・資料、板書の３画面が一体になっ

ていることで、ほかの教材を必要としない。したが

って、学習の即時性が確保できる。

③分割学習や繰り返し学習ができる。学習内容を再現

できるシステムにより、進度や理解度の個別対応が

可能な個人向けの学習ツールである。

④インターネット利用の場合でも講義に対する反応を

即時的に示すシステムも準備されており、 講座Live
で受講者と講師とがコメントをやりとりするなど、

インタラクティブな教育ツールが実現できる。

5.e-Learningの発信内容、これまでの実績

昨年７月の開設から現在までに、ＶＯＤ形式のコン

テンツとして、情報と講座で60を越えるコンテンツを

配信している。このほかにブロードバンド対応コンテ

ンツも公開している。内容は、附属校・園を含む日本

女子大学に関する紹介や学部授業、公開講演会などで

ある。これらのカメラ撮影、編集作業、著作権の確認

等、ほとんどのコンテンツは自前で作り込んできた。

ＬＣＣ会員への登録者は約5,400名になるが、受講

者からは、講義映像と資料が一体化されていて学びや

すいなど、好評を得ている。

ＴＶやゲームに刺激を受け、さまざまな映像刺激を

体験している現代人にとって、教材や講義そのものの

多角化・ビジュアル化がこれほど求められている時も

ない。一方で、常に新しく専門的な情報が多くの人々

から求められている。そして、本当に学びたい人は近

くにいるとは限らない。人々は生涯、気軽に学び続け

る環境を求め始めている。こうしたなかで、大学は知

的情報の発信拠点として、最新の情報を世界に向けて

広く提供していくことが求められる。

本システムはオープンシステムである。それは、本

学でのみ可能なクローズドなシステムにするのではな

く、当初より、だれでもがこうしたツールを用いて同

様のデジタルコンテンツを作成できるようにとの願い

を込めたものである。

ＬＣＣでは、講座・情報の発信形式を最大限に活用

するべく、またコンテンツの質の向上を目指して、現

在も開発とその実践を進行させている。


